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戌
膠
ヌ
化
せ
国
壁
屍

国
際
文
化
サ
ロ
ン
に
7
0
人
が
参
加

▲踊りを体験する参加者の皆さん（3月2日）

（
財
）
京
都
府
国
際
セ
ン
タ
ー
と
宇
治
市
国
際
親
善

協
会
で
は
、
府
内
在
住
の
留
学
生
と
民
族
文
化
を
通

し
て
交
流
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
3
月
2
日
（
日
）

午
後
1
時
半
よ
り
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
「
国

際
文
化
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
ロ
ン
は
、
出
身
国
の
伝
統
芸
能
や
民
族
文

化
を
実
演
・
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
に
踊
り

方
や
歴
史
を
学
ん
で
い
た
だ
く
も
の
で
、
今
回
は
京

都
府
北
部
の
大
宮
町
と
南
部
会
場
の
宇
治
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
市
民
ら

約
7
0
名
が
参
加
、
出
演
者
の
紹
介
を
受
け
た
後
、
中

国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
留
学
生
に
よ
る
舞
踊
の
実
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
初
め
て
見
る

人
も
あ
っ
て
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
参
加
者
に
よ
る
体
験
交
流
が
あ
っ
て
、

参
加
者
は
留
学
生
の
指
導
を
う
け
な
が
ら
伝
統
文
化

を
体
験
し
た
他
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
ゲ
ー
ム
や
ク

イ
ズ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
回
の
内
容
は
、
親
善
協
会
と
し
て
は
初
め
て
の

取
り
組
み
で
し
た
が
、
協
会
理
事
や
会
員
の
協
力
で

意
義
の
あ
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。
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民
　
族
　
舞
　
踊
　
を
　
体
　
験

国
際
文
化
サ
ロ
ン
は
午
後
1
時
半
か
ら
開
催
さ
れ
、

色
鮮
や
か
な
民
族
衣
装
を
身
に
つ
け
た
中
国
と
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
か
ら
の
留
学
生
5
人
が
出
身
国
の
舞
踊
を
紹
介

し
ま
し
た
。
両
国
の
舞
踊
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
見
る
機
会

も
少
な
く
、
参
加
さ
れ
た
市
民
は
「
民
族
衣
装
も
素
晴

ら
し
く
、
日
本
の
踊
り
と
は
ま
た
違
っ
た
振
り
付
け
な

の
で
、
異
文
化
を
知
る
上
で
大
変
興
味
深
い
」
と
、
感

激
の
拍
手
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

▲話が弾んだ出演者との交流会（3月2日）

ま
た
体
験
交
流
で
は
、
留
学
生
の
身
振
り
手
振
り
の

説
明
に
、
多
く
の
参
加
者
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ク
イ
ズ
で
は
、
中
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
歴
史
や
地

理
に
関
す
る
出
題
も
あ
っ
て
、
参
加
者
は
頭
を
ひ
ね
り

な
が
ら
回
答
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
催
し
は
、
市
民
が
海
外
文
化
を
知
り
理
解
す

る
う
え
で
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
親
善
協
会
で

は
、
今
後
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
企
画
し
、
一
人
で

も
多
く
の
会
員
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
国
際
理
解

の
推
進
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ト
民
族
衣
装
で
踊
る
中
国
か
ら
の
留
学
生
（
3
月
2
日
）

平
成
3
年
5
月
に

宇
治
市
で
全
国
植
樹

祭
が
行
わ
れ
た
際
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳

と
し
て
集
ま
っ
た
人

通
訳
グ
ル
ー
プ
と
し
て

発
足
し
た
の
で
、
宇
治

市
に
姉
妹
都
市
か
ら
の

訪
問
が
あ
る
時
は
語
学

面
で
の
お
手
伝
い
を
一

達
に
よ
り
出
来

た
ク
ラ
ブ
で
す
。

ク
ラ
ブ
の
活

動
と
し
て
、
日

本
在
住
の
外
国

の
人
達
を
対
象

に
文
化
交
流
会
、

ハ
イ
キ
ン
グ
、

日
本
の
伝
統
行

事
や
茶
香
服
等

を
紹
介
し
た
り

体
験
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
ラ

ブ
員
対
象
に
外

国
人
の
講
師
に

よ
る
英
語
と
中

国
語
講
座
や
外
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宇治国際交流クラブ
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

国
際
化
が
進
む
申
、

い
ろ
い
ろ
な
国
か

ら
来
日
さ
れ
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
国

自
慢
の
料
理
を
教

え
て
も
ら
う
集
い

も
行
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
特
技
や

趣
味
を
通
し
て
、

国
際
交
流
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
㌣
現
頭

約
9
0
名
の
メ
ン
バ

ー
が
い
る
楽
し
い

ク
ラ
ブ
で
す
。

国
際
交
流
に
関

心
の
あ
る
多
く
の

国
の
人
を
対
象
と
し

た
日
本
語
教
室
も
ク

ラ
ブ
の
活
動
の
一
つ

と
し
て
定
着
し
て
き

ま
し
た
。
も
と
も
と

皆
様
の
ご
加
入
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

宇
治
国
際
交
流
ク
ラ
ブ

会
長
　
小
永
井
宏
子
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国際交流へ50万円寄付

国際ソロプチミスト宇治

平
成
9
年
1
月
2
7
日
、
国
際

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宇
治
　
（
平
井

晶
子
会
長
）
　
か
ら
、
国
際
交
流

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
宇
治
市

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宇
治

か
ら
の
寄
付
は
1
0
回
目
で
、
合

計
六
百
八
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
国
際
交
流
基
金
に

積
み
立
て
、
国
際
交
流
の
推
進

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

●
カ
ム
ル
ー
ブ
ス
か
ら
の
Ａ
Ｅ
Ｔ

語
学
力
向
上
と
国
際
交
流
に
活
躍

宇
治
市
で
は
、
小
・
中
学
生
の
英
語
力
の
向
上
と
、

国
際
理
解
の
推
進
を
図
る
た
め
、
平
成
3
年
度
か
ら

本
市
の
友
好
都
市
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
か
ら
2
名
の
英

語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
　
を
迎
え
て
い
ま
す
。

2
名
の
Ａ
Ｅ
Ｔ
は
、
市
内
9
中
学
校
の
英
語
授
業

の
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
他
、
小
学
校
へ
の

訪
問
、
市
民
の
英
会
話
の
指
導
な
ど
に
活
躍
し
て
い

ま
す
。

▲平井会長から国際交流への寄付を受け取る
久保田市長（1月27日）

も

タニス・ヘイガンさん　　　ジョン・ア二キアリコさん

今
年
で
三
年
に
な

る
ジ
ョ
ン
・
ア
ニ
キ

ア
リ
コ
（
2
7
）
　
さ
ん

は
、
空
手
、
日
本
語

の
勉
強
、
テ
ニ
ス
が

趣
味
で
、
特
に
空
手

は
一
級
に
な
る
な
ど
、

日
本
文
化
大
好
き
人

間
で
す
。

昨
年
8
月
に
着
任

し
た
タ
ニ
ス
・
ヘ
イ

ガ
ン
（
2
5
）
さ
ん
は
、

カ
リ
ブ
大
学
で
二
年

間
、
日
本
人
に
英
語

を
教
え
た
経
験
を
持

▲ユーモアも入れて楽しい授業をする

ＡＥＴの2人（伊勢田小学校）

っ
て
い
ま
す
。
タ
ニ
ス
さ
ん
は
、
大
学
で
視
覚
芸

術
を
学
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
日
本
文
化
に
は
関
心

が
高
く
、
休
日
に
は
宇
治
や
京
都
市
内
の
名
所
を

訪
ね
る
の
が
楽
し
み
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
タ
ニ
ス
さ
ん
は
親
善
協
会
主
催
の
語
学

教
室
の
講
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
、
経
験

を
生
か
し
た
教
え
方
は
受
講
生
に
好
評
で
し
た
。
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潮奴昭吻醜域
（財）京都府国際センター

グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
始
動

◎

◎
⑳
の
お
願
い

平
成
8
年
7
月
に
設
立
さ
れ

た
　
（
財
）
京
都
府
国
際
セ
ン
タ

ー
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、

国
際
交
流
な
ど
の
情
報
を
紹
介

す
る
「
国
際
活
動
情
報
提
供
シ

ス
テ
ム
　
（
愛
称
‥
グ
ロ
ー
バ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
　
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

国
際
関
係
事
業
や
留
学
に
関
す
る
情
報
な
ど
、
楽
し

い
話
題
が
満
載
で
す
。
約
二
千
種
類
の
様
々
な
情
報
に

ア
ク
セ
ス
で
き
、
2
4
時
間
、
誰
で
も
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー

ド
な
し
で
利
用
で
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
際
活
動
に
関
す
る
情
報
を
入
力

し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
会
に
関
す
る
こ
と
は
、
（
財
）
京
都
府
国
際
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
八
年
度
の
会
費
を
、
ま
だ
納
入
い
た
だ
い
て

い
な
い
方
は
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
住
所
の
変
更
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会
費
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
個
人
会
貞
　
　
二
千
円

▼
団
体
会
員
　
　
五
千
円

▼
法
人
会
貞
　
一
万
円

京都府民グローバルネットワークに接続時の設定（通信プロ
トコル設定）は次のとおりとしてください。

設　 定　 項　 目 設　 定　 値

電　 話　 番　 号

（0 7 5 ）4 1 4 －4 3 1 6

（0 7 5 ）4 1 4 －4 3 1 7

又は最寄りの府民ネッ トアクセネ電話番号

キ ャ　ラ ク タ 長 8 ビッ ト
ス トップ ピッ 、ト長 1ビ ッ ト
パ リテ ィチ ェ ック な　　 し
漢　 字　 コ　 ー　 ド シフ トＪＩＳ
送 信 改 行 コ ー ド ＣＲ
受 信 改 行 コ ー ド ＣＲ
ロ ー カ ル エ コ ー な　　 し

通　 信　 方　 式 全 二重 非同期 通信 方式
通　 信　 速　 度 最 大 14 4 0 0ｂｐｓ

Ｍ　　　 Ｎ　　　 Ｐ ク ラス5
フ　 ロ　 ー　 制　 御 ノ ハ ー ドウエ アフ．ロー （ＲＳ！ＣＳ）
Ｓ Ｈ Ｓ Ｏ 制 御 な し

※「府民ネット」経由の場合は、「外部ホストとの接続」の中から
「京都府グローバルネットワーク」を選んでください。

●府民ネットワークへのアクセス電話番号

接 続 電 話 番 号

自宅の市外局番 電話 番号

0 7 5‾＿ （0 7 5）4 11－2 100　　 京　 都

0 7 74 （：07 7 4）2 0－8 5 8 5　 宇　 治

0 743 95 ，07439 （0 7 43 9 5 ）一2 9 93　　 笠　 置

0 77 1 （0 7 7 1）2 2－8 83 3　　 亀　 岡

0 77 1 （0 7 7 1）6 3－5 15 5　 園　 部

0 77 3 （0 7 73 ）24二4 44 0　 福 知山

0 77 3 （0 7 73 ）6 4－7 5 7 7　 舞　 鶴

0 77 2 （0 7 72 ）22－8 00 0　 宮　 津

0 77 2 （0 7 72 ）62こ3 83 3　 峰　 山

通信 速度 最大 9 6 00ｂｐｓ

財酢去人　京都府国際センター
〒602－70京都市上京区下立売通新町西入　京都府庁内（旧館1階）

Ｔｅｌ：075．414．4318～9　Ｆａｘ：075－414－4321

宇
治
市
国
際
交
流
基
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

宇
治
市
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
、
国
際
交
流

の
推
進
と
、
青
少
年
の
海
外
研
修
派
遣
、
外
国
人
留

学
生
へ
の
生
活
援
助
そ
の
他
の
国
際
交
流
事
業
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
宇
治
市
国
際
交
流
基
金
」

を
設
置
。
基
金
の
目
標
額
を
一
億
円
と
し
、
そ
の
運

用
益
で
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
団
体
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
そ
の
総
額
が
約
三
千
六
百
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
目
標
額
に
は
ま
だ
ま
だ
遠
い

額
で
す
。

宇
治
市
の
国
際
交
流
の
推
進
と
、
本
協
会
の
活
動

を
一
層
高
め
る
た
め
、
本
基
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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